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　９月定例会　令和３年第３回定例会は　　　　　　　　　　　　会期８月３０日～９月２４日の間に開催されました。
公…公明党　明…明翔とうごう

共…日本共産党東郷町議員団　�…無所属の会 会派 新東会 公 共 明 � 無 無 無 無 無 無 無 無 無 無 それぞれの議案の概要およびそのポイント 各議案に対する討論
（QRコードを読み取ってご覧ください）
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９月議会では、町長提出の議案のうち、令和3年度東郷町一般会計補正予算（第4号）で
新型コロナウイルス対策事業としての商工費削除の修正案が可決されました。

教育委員会の委員の任命について 同意 ○
討 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
は
採
決
に
加
わ
ら
な
い

○ ○ ○ 前任者の任期満了に伴い、後任者を令和3年10月1日付けにて任命する。

東郷町個人情報保護条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 情報ネットワークシステムの所管がデジタル庁に変更されることに伴い情報提供等記録を訂正した場合の通知先を内
閣総理大臣あてに変更する。

東郷町使用料及び手数料条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 個人番号カードの再交付手数料の所管変更について法改正があったため規定を変更する。

令和３年度東郷町一般会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
討 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

〔歳入〕衛生費・教育費補助金増額、財政調整基金繰入金増額。
〔歳出〕新型コロナウイルスワクチン接種体制のために衛生費増額、小中学校へ大型モニター設置のために教育費を
　　　　増額。

東郷町税条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 町民税の算定に係る扶養親族年齢を規定、特定一般用医薬品購入費について医療費控除の特例適用期限を5年延長。

令和３年度東郷町一般会計補正予算（第４号）
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く
原
案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案　〔歳入〕地方交付税増額、財政調整基金増額、町債増額。

　　　〔歳出〕民間保育所運営支援事業において民生費減額、公共施設整備基金積立金事業費増額に伴い総支出額増額。

令和３年度東郷町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 前年度繰越金の増額に伴い基金積立金を増額。

令和３年度東郷町介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 低所得者保険料軽減繰入金過年度分及び前年度繰越金増額に伴い基金積立金増額。償還金事業費増額に伴い総支出金
を増額。

物品の買入れについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 全小中学校に設置する大型モニター買入れ

令和２年度東郷町一般会計歳入歳出決算認定について 認定 ×
討 - × ○

討
×
討 ○ ○ ○

討 ○ ○ ×
討 ○ ○ × ○ 決算額　歳入190億994万9千円　歳出180億7354万5千円

令和２年度東郷町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定
について 認定 ○ ○ ○ ×

討 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 決算額　歳入34億5675万3千円　歳出34億1440万8千円

令和２年度東郷町国民健康保険東郷診療所特別会計歳入歳出
決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 決算額　歳入1億2941万1千円　歳出1億1381万5千円

令和２年度東郷町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
認定について 認定 ○ ○ ○ ×

討 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 決算額　歳入5億8733万1千円　歳出5億8477万円

令和２年度東郷町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 決算額　歳入26億7674万1千円　歳出25億3201万2千円

令和２年度東郷町下水道事業会計決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 決算額　収益的収入8億515万3千円　　　支出7億9321万5千円
　　　　資本的収入2億7181万5千円　　 支出4億323万2千円

9月定例会での議案審議の内容と         その結果一覧をお知らせします。

　 ハイ  ぎかいです  　 令和 3 年 11 月 1 日　 2



議
案
審
議
の
結
果
一
覧
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９月議会では、町長提出の議案のうち、令和3年度東郷町一般会計補正予算（第4号）で
新型コロナウイルス対策事業としての商工費削除の修正案が可決されました。

教育委員会の委員の任命について 同意 ○
討 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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は
採
決
に
加
わ
ら
な
い

○ ○ ○ 前任者の任期満了に伴い、後任者を令和3年10月1日付けにて任命する。

東郷町個人情報保護条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 情報ネットワークシステムの所管がデジタル庁に変更されることに伴い情報提供等記録を訂正した場合の通知先を内
閣総理大臣あてに変更する。

東郷町使用料及び手数料条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 個人番号カードの再交付手数料の所管変更について法改正があったため規定を変更する。

令和３年度東郷町一般会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
討 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

〔歳入〕衛生費・教育費補助金増額、財政調整基金繰入金増額。
〔歳出〕新型コロナウイルスワクチン接種体制のために衛生費増額、小中学校へ大型モニター設置のために教育費を
　　　　増額。

東郷町税条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 町民税の算定に係る扶養親族年齢を規定、特定一般用医薬品購入費について医療費控除の特例適用期限を5年延長。

令和３年度東郷町一般会計補正予算（第４号）
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案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案　〔歳入〕地方交付税増額、財政調整基金増額、町債増額。

　　　〔歳出〕民間保育所運営支援事業において民生費減額、公共施設整備基金積立金事業費増額に伴い総支出額増額。

令和３年度東郷町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 前年度繰越金の増額に伴い基金積立金を増額。

令和３年度東郷町介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 低所得者保険料軽減繰入金過年度分及び前年度繰越金増額に伴い基金積立金増額。償還金事業費増額に伴い総支出金
を増額。

物品の買入れについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 全小中学校に設置する大型モニター買入れ

令和２年度東郷町一般会計歳入歳出決算認定について 認定 ×
討 - × ○

討
×
討 ○ ○ ○

討 ○ ○ ×
討 ○ ○ × ○ 決算額　歳入190億994万9千円　歳出180億7354万5千円

令和２年度東郷町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定
について 認定 ○ ○ ○ ×

討 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 決算額　歳入34億5675万3千円　歳出34億1440万8千円

令和２年度東郷町国民健康保険東郷診療所特別会計歳入歳出
決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 決算額　歳入1億2941万1千円　歳出1億1381万5千円

令和２年度東郷町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
認定について 認定 ○ ○ ○ ×

討 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 決算額　歳入5億8733万1千円　歳出5億8477万円

令和２年度東郷町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 決算額　歳入26億7674万1千円　歳出25億3201万2千円

令和２年度東郷町下水道事業会計決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 決算額　収益的収入8億515万3千円　　　支出7億9321万5千円
　　　　資本的収入2億7181万5千円　　 支出4億323万2千円

9月定例会での議案審議の内容と         その結果一覧をお知らせします。
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『令和2年度一般会計決算』⇒認定される
一般会計歳出決算額180億7355万円

歳入決算額190億995万円

令和3年第3回定例会（9月議会）において令和2年度の決算が審議され、賛成多数（賛成9　反対5　
退席１）により認定されました。

〈 賛成討論 〉
・事業者への協力金支給、高齢者へのマスク配布、暮し・子育てエールチケット配布等、的確な
執行が行われた。

・例年3億円～4億円で推移していた実質収支額が8億7千万円。8億円余りを財政調整基金に積
み立てた結果、残高が13億4千万円となり、減債基金も残高が5億円となる。

〈 反対討論 〉
・コロナ禍とは言え、本町は各分野で貢献いただいた多くの先人、団体、企業のおかげでこれだ
けの町になった。町制50周年記念事業のお粗末さにガッカリ。

・大型商業施設開業の年、バスターミナル未設置、じゅんかい君の乗り入れなく、当局は何をし
ていたのか。

・コロナ対策事業と称し学校への飲料配布は、6月早々に保冷車を借用してまで実施。学習支援
動画は学校教育関連事業にも関わらず「子育て応援課」が所管し全ての対象者に提供できず。
信号機未設置の新設道路に職員を立哨に充てた。プラごみ臨時収集の失態。

（単位：千円）

歳入決算額
190億995万円
（100％）

国庫支出金
6,873,565
36.2%

町税
6,779,725
35.7%

町債
1,112,700
5.9%

県支出金
951,682
5.0%

地方消費税交付金
875,190
4.6%

地方交付税
737,505
3.9%

繰入金
406,008
2.1%

諸収入
372,782
2.0% その他

900,792
4.6%

歳出決算額
180億7,355万円
（100％）

総務費
6,262,407
34.7%

民生費
5,125,354
28.4%

教育費
2,179,382
12.1%

土木費
1,486,575
8.2%

衛生費
980,337
5.4%

公債費
752,052
4.2%

消防費
594,962
3.3% その他

692,476
3.7%

一般会計歳入決算額構成比 一般会計歳出決算額構成比

　 ハイ  ぎかいです  令和 3 年 11 月 1 日　 4
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商品券配布事業は認めず
歳　入 歳　出

県からの補助金 1400 万円 商品券配布委託料 1 億 4300 万円
町負担分 1 億 4100 万円 印刷ほか諸経費 1200 万円
合　計 1 億 5500 万円 合　計 1 億 5500 万円

〈 主な原案への賛成（修正案反対）討論 〉
・閉塞感のある今だからこそ、全ての町民にささやかな幸せを感じてもらいワクワクする小さな
喜びを届けることは大変に意義がある。

・半分の商品券は確実に商工会員のところに入る。予算に無理があるとの意見もあるが、財政調
整基金等も増えている現状と多額のふるさと納税もいただけている。

・2,000円の商品券を使用するためには現金2,000円が必要となり経済効果としては予算額の倍
2億8千万円となり、地域の活性化につながる。

〈 主な修正案への賛成討論 〉
・総額1億5千万円もの財政出動は慎重にすべき。2,000円受け取るよりも財源1億4千万円を残
すべきとの声が圧倒的多数だ。

・今は人気取りのために2,000円をばらまくのではなく町民法人税、個人事業主、住民税など免
除や減税を行うべき。

・本当に困っている方々を救える東郷町独自の救済策の備えや実現に向けての事業こそが、商品
券配布事業よりも今は急務である。

僅差での議決でしたが、商品券配布事業は認められませんでした。

東郷町議会始まって以来の議員全員による白熱した賛否討議の結果、

8：7 で 修 正 案 が可 決

町民1人あたり

22歳以下・65歳以上・妊婦1人あたり

2,000 円

4,000 円

　商品券配布の予定内訳

※商品券配布事業を削除した補正予算の修正案が提出されました

※令和3年度東郷町一般会計補正予算（第４号）

　 令和 3 年 11 月 1 日　 　ハイ  ぎかいです5



請願・陳情・意見書審議の結果一覧

請
願・陳
情
・
意
見
書
審
議
の
結
果
一
覧

９月定例会　令和３年第３回定例会は会期８月３０日～９月２４日の間に開催されました。

公…公明党　明…明翔とうごう
共…日本共産党東郷町議員団　�…無所属の会 会派 新東会 公 共 明 � 無 無 無 無 無 無 無 無 無 無

各議案に
対する討論

（QR コードを
読取ってご覧
ください）

請願・陳情・意見書名
〇…賛成　×…反対

討…討論を有した議案と議員

審
議
結
果

加
藤
達
雄

近
藤
鑛
治

高
木
佳
子

門
原
武
志

水
川

淳

山
田
達
郎

比
嘉
浩
二

中
野
ま
さ
ひ
ろ

山
下

茂

熊
田
彰
夫

石
橋
直
季

國
府
田
さ
と
み

加
藤
宏
明

加
藤
啓
二

若
園
ひ
で
こ

菱
川
和
英

請
願

定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国
庫負担制度の堅持及び拡充を求める請願書

採

択
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

討 ○ ○ ○ ○

議
長
は
採
決
に
加
わ
ら
な
い

○ ○ ○

陳

情

公契約事業従事者の適正賃金と安定雇用を確保
する公契約法の制定を求める意見書の提出を求め
る陳情

不

採

択

× × × ○
討

×
討 × × ○

討 × × × ○
討 × × ×

正規労働者が当たり前、安定した雇用と１日８時
間の労働で暮らせる社会を求める意見書の提出を
求める陳情

不

採

択

× × × ○
討

×
討 × × ×

討 × × × ○ × × ×

住民の安全・安心を支える行政サービス体制・機
能の充実を求める意見書の提出を求める陳情

不

採

択

× × × ○
討

×
討 × × ×

討 × × × × × × ×

地方財政の拡充を求める意見書の提出を求める
陳情

不

採

択

× × × ○
討

×
討 × × ×

討 × × × ○ × × ×

障害・介護福祉に従事する職員や保育士の人材
定着・確保のため職員配置基準と報酬・公定価
格を抜本的に改善し、離職しない障害・介護・
保育職場の実現を求める意見書の提出を求める
陳情

不

採

択

× × × ○
討

×
討 × × ○ × × × ○ × × ×

消費税率５％への引き下げを求める意見書の提出
を求める陳情

不

採

択

× × × ○
討

×
討 × × ○

討 × × × ○ × × ×

「１年単位の変形労働時間制」導入のための条例
制定ではなく、教職員の長時間過密労働解消のた
めの施策を求める陳情

不

採

択

× × × ○
討

×
討 × × ○

討 × × × ○ × × ○

意
見
書

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財
源の充実を求める意見書

可

決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国
庫負担制度の堅持及び拡充を求める意見書

可

決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

無 無

　 ハイ  ぎかいです  　 令和 3 年 11 月 1 日　 6



一
般
質
問

Q：
A：外部講師活用の性教育充実を検討する
性教育は外部講師の協力で充実を！

一
般
質
問

町民のみなさまに代わって町政を問う

9月議会では13人の議員が
質問に立ちました。

と
保
護
者
の
参
画
方
法
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
時
期
、

私
服
の
扱
い
、
授
業
で

の
話
し
合
い
の
計
画
は
。

【
教
育
部
長
】
検
討
委
員

会
で
私
服
着
用
も
含
め

検
討
す
る
。
ア
ン
ケ
ー

ト
実
施
前
の
事
前
学
習

と
し
て
の
授
業
を
具
体

的
に
検
討
中
。

【
問
】
当
事
者
救
済
と

L
G
B
T
配
慮
の
啓
発
に

向
け
導
入
を
。

【
企
画
部
長
】
ま
ず
は
町

民
理
解
と
誰
も
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
町
を

目
指
す
。

【
問
】
性
教
育
を
外
部
講

師
の
協
力
で
充
実
さ
せ

て
い
る
例
が
増
え
て
い

る
が
。

【
教
育
部
長
】
内
容
や
実

施
時
期
、
実
施
す
る
授

業
な
ど
を
含
め
て
検
討

す
る
。

【
問
】
討
論
会
の
ネ
ッ
ト

配
信
等
で
人
柄
や
政
策

を
有
権
者
に
伝
え
る
工

夫
を
。

【
町
長
】
課
題
は
多
い
が

研
究
す
る
価
値
は
あ
る
。

【
問
】
本
町
も
宣
言
す

べ
き
。

【
経
済
環
境
部
長
】
町
民
・

事
業
者
・
行
政
が
協
働

し
、
ま
ず
は
地
球
温
暖

化
対
策
を
進
め
る
こ
と

が
重
要
。

【
問
】
日
程
、
児
童
生
徒

外部講師の協力で充実した性教育の授業
（名古屋経済大学高蔵中学校）

中野　まさひろ 議 員

町
長
選
投
票
率
向
上

ＣＯ₂
排
出
ゼ
ロ
宣
言

中
学
校
制
服
見
直
し

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

7 　 令和 3 年 11 月 1 日　 　ハイ  ぎかいです7



名古屋春木線

熊田　彰夫 議 員

名古屋春木線(主要地方道諸輪名古屋線)役場南交差点
から東方向への改良の進捗状況について

【
問
】
現
在
の
状
況
は
ど

の
程
度
進
ん
で
い
る
か
。

道
路
線
形
は
確
定
し
て

い
る
か
等
、
把
握
し
て

い
る
範
囲
で
教
え
て
ほ

し
い
。

【
都
市
建
設
部
長
】
現
在
、

尾
張
建
設
事
務
所
が
公

安
委
員
会
等
と
協
議
し

て
お
り
道
路
線
形
が
確

定
次
第
、
設
計
を
進
め

て
い
く
と
聞
い
て
い
る
。

【
問
】
春
木
川
橋
梁
の
縦

断
線
形
、
現
道
へ
の
取

付
け
部
の
交
差
点
の
位

置
等
の
線
形
が
決
ま
れ

ば
設
計
に
入
る
と
い
う

こ
と
か
。

【
都
市
建
設
部
長
】
全
体

の
線
形
が
決
ま
れ
ば
道

路
詳
細
設
計
に
入
る
。

【
問
】
タ
チ
ヤ
の
駐
車
場

工
事
が
ほ
ぼ
終
わ
っ
て

お
り
駐
車
場
移
転
後
に

す
ぐ
に
で
も
道
路
の
改

良
工
事
に
入
る
と
考
え

て
い
た
が
、
道
路
詳
細

設
計
が
、
こ
れ
か
ら
行

わ
れ
る
の
で
、
開
通
ま

で
は
、
ま
だ
時
間
が
か

か
る
よ
う
だ
が
。
役
場

南
交
差
点
の
信
号
工
事

の
際
同
時
に
名
古
屋
春

木
線
の
工
事
を
体
育
館

辺
り
ま
で
延
伸
施
工
で

き
な
い
か
。

【
都
市
建
設
部
長
】
愛
知

県
は
、
信
号
設
置
予
定

の
交
差
点
か
ら
北
山
交

差
点
ま
で
の
区
間
で
詳

細
設
計
を
行
う
予
定
で

あ
り
、
用
地
買
収
も
詳

細
設
計
後
に
な
る
の
で

施
工
は
出
来
な
い
。

自宅療養者の命綱“パルスオキシメーター”

【
問
】
町
民
に
一
律
商
品
券

を
ば
ら
撒
く
く
ら
い
な
ら

コ
ロ
ナ
の
最
被
害
者
で
あ

る
コ
ロ
ナ
療
養
世
帯
へ
の

経
済
支
援
と
自
己
申
告
に

よ
る
療
養
者
把
握
率
向
上

に
も
繋
が
る
10
万
円
共
通

券
を
配
布
す
る
考
え
は
。

【
こ
ど
も
健
康
部
長
】
考
え

て
い
な
い
。

【
問
】
自
宅
療
養
者
へ
の
パ

ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
は

保
健
所
が
必
要
に
応
じ
て

配
布
と
の
こ
と
だ
が
、
町

が
保
管
し
て
い
る
も
の
を

貸
出
す
こ
と
は
可
能
か
。

【
こ
ど
も
健
康
部
長
】
保
健

所
の
要
請
に
基
づ
き
活
用

す
る
こ
と
は
可
能
。

【
問
】
自
宅
療
養
者
か
ら
の

支
援
サ
ー
ビ
ス
依
頼
は
電

話
受
付
と
な
っ
て
い
る
が

息
苦
し
さ
で
会
話
が
困
難

な
方
や
聴
覚
障
害
者
、
外

国
人
な
ど
へ
の
対
応
は
。

【
こ
ど
も
健
康
部
長
】
保

健
所
の
健
康
観
察
に
お
い

て
も
全
て
電
話
で
行
っ
て

い
る
が
、
今
後
改
善
に
向

け
て
研
究
し
て
い
く
。
な

お
、
申
込
み
以
降
で
あ
れ

ば
メ
ー
ル
で
の
対
応
も
可

能
。

【
問
】
コ
ロ
ナ
療
養
者
を
怖

い
も
の
だ
と
い
う
偏
見
の

対
象
と
せ
ず
、
周
り
が
支

援
す
べ
き
弱
者
だ
と
い
う

前
向
き
に
転
化
す
る
策
は
。

【
こ
ど
も
健
康
部
長
】
人
権

問
題
の
面
か
ら
も
理
解
を

促
す
啓
発
等
を
考
え
る
。

Q：
A：保健所管理のため本町で把握はできない
町内のコロナ療養者数及び回復者数は

山下　茂 議 員

一
般
質
問

一
般
質
問

　 ハイ  ぎかいです  令和 3 年 11 月 1 日　 8



一
般
質
問

Q：
A：車両流入量を減少させる工事を進めている
諸輪地区の渋滞解消に向けた取組み状況は

「緑あふれるまち」である本町を、
よりきれいで魅力的な町にしていきたい

県道豊田知立バイパス線交差点からみよし市と
の境までの区間工事中

近藤　鑛治 議 員

【
問
】
東
郷
・
三
好
線
整

備
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

【
都
市
建
設
部
長
】
県
道

岩
作
諸
輪
線
の
車
両
を
東

郷
・
三
好
線
に
誘
導
す
る

工
事
、
県
道
豊
田
知
立
バ

イ
パ
ス
線
と
の
交
差
点
か

ら
、
み
よ
し
市
と
の
境
ま

で
の
区
間
工
事
を
進
め
て

い
る
。
み
よ
し
市
側
も
含

め
、
今
年
度
末
の
整
備
完

了
を
目
標
に
進
め
て
い

る
。
整
備
後
は
、
国
道
153

号
方
面
へ
の
通
過
が
可
能

と
な
る
。
ま
た
、
八
王
子

前
交
差
点
改
良
事
業
と
し

て
、
今
年
度
は
測
量
業
務

を
進
め
て
い
く
。

【
問
】
本
町
東
部
地
域
（
都
）

日
進
三
好
線
沿
線
を
中
心

と
す
る
地
域
（
愛
知
池
、
名

大
東
郷
農
場
か
ら
三
好
イ

ン
タ
ー
）
の
地
域
資
源
を
生

か
し
た
土
地
利
用
調
査
結

果
と
今
後
の
取
組
み
は
。

【
都
市
建
設
部
長
】
東
郷

町
及
び
そ
の
周
辺
が
、
工

場
立
地
と
し
て
の
立
地
条

件
が
良
く
、
高
い
優
位
性

が
あ
る
こ
と
や
、
現
在
の

自
然
を
生
か
し
た
土
地

活
用
の
可
能
性
を
確
認
し

た
。
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

町
の
考
え
方
を
示
し
地
元

や
地
権
者
の
土
地
利
用
に

関
す
る
意
向
を
調
査
し
、

県
な
ど
外
部
関
係
者
と
調

整
を
行
い
、
こ
の
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
の
方
針
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

一
般
質
問

高木　佳子 議 員

草が伸びて狭くなった歩道

繁
茂
状
況
に
よ
り
町
の
道

路
作
業
員
が
行
っ
て
い
る
。

【
問
】
平
成
26
年
か
ら
始

ま
っ
た
「
き
れ
い
な
町

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」。
町
の
姿

勢
や
取
り
組
み
を
伺
う
。

【
企
画
部
長
】
概
念
だ
け
で

は
な
く
「
心
の
こ
も
っ
た

お
も
て
な
し
」
の
精
神
も

含
め
て
全
職
員
が
取
り
組

み
を
推
進
し
て
き
た
。
現

在
も
継
続
し
て
お
り
引
き

続
き
力
を
注
い
で
い
く
。

【
問
】
歩
道
の
除
草
処
理

の
現
状
と
管
理
に
つ
い
て

伺
う
。
除
草
に
関
す
る
要

望
や
苦
情
は
い
か
が
か
。

【
都
市
建
設
部
長
】
町
が

管
理
し
て
い
る
道
路
に
お

い
て
の
要
望
は
、
草
が
繁

茂
す
る
5
月
か
ら
8
月
頃

に
集
中
し
て
い
る
。

【
問
】
管
理
基
準
は
あ

る
か
。

【
都
市
建
設
部
長
】
管
理

基
準
は
定
め
て
い
な
い

が
、
歩
行
者
が
安
全
に
安

心
し
て
通
行
で
き
る
よ
う

除
草
を
実
施
し
て
い
る
。

【
問
】
除
草
作
業
の
頻
度
、

体
制
は
。

【
都
市
建
設
部
長
】
業
務
委

託
の
除
草
は
、
年
に
2
回

実
施
し
て
い
る
。
そ
の
他

の
道
路
に
関
し
て
は
草
の

き
れ
い
な
町
づ
く
り
に

つ
い
て

「
き
れ
い
な
町
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
に
つ
い
て

9 　 令和 3 年 11 月 1 日　 　ハイ  ぎかいです



一
般
質
問

住民要望の実態について

加藤　達雄 議 員

危ない！曲がった先に横断歩道

置
工
事
の
進
捗
状
況
は
。

【
都
市
建
設
部
長
】
対
象

は
55
か
所
で
、
今
年
８
月

時
点
で
33
か
所
対
策
済
、

残
り
22
か
所
を
早
急
に
完

了
さ
せ
た
い
。

【
問
】
八
街
児
童
5
人
死

傷
事
故
を
受
け
て
新
た

な
安
全
点
検
項
目
は
。

【
教
育
部
長
】
危
な
い
抜

け
道
、
過
去
の
ヒ
ヤ
リ

ハ
ッ
ト
箇
所
、
保
護
者
・

住
民
・
見
守
り
活
動
者

な
ど
改
善
要
請
箇
所
の

三
点
を
盛
り
込
む
。

【
問
】
人
口
50
万
人
弱
の

千
葉
県
松
戸
市
は
「
す
ぐ

や
る
課
」
の
創
設
市
。
昨

年
度
要
望
総
件
数
は
3500
余

件
で
一
位
は
ス
ズ
メ
バ
チ

駆
除
で
2100
件
で
あ
る
。
本

町
の
要
望
件
数
と
内
容
を

問
う
。

【
企
画
部
長
】
総
件
数
は
1561

件
で
、
１
位
は
道
路
公
園

な
ど
734
件
、
２
位
は
環
境

関
係
298
件
、
３
位
は
交
通

防
災
で
236
件
で
あ
っ
た
。

【
問
】
国
・
県
道
関
係
要

望
は
対
応
に
時
間
が
か
か

る
、
町
は
代
行
で
き
な
い

の
か
。

【
都
市
建
設
部
長
】
制
度

的
に
可
能
で
あ
る
が
、

本
町
の
現
状
体
制
で
は

難
し
い
。

【
問
】
大
津
の
園
児
ら
16

人
死
傷
者
事
故
を
受
け

て
交
差
点
の
防
護
柵
設

広報とうごう2年8月号P4,5にて紹介されているＴＩＳ。

【
問
】
本
町
の
子
ど
も
議

会
は
元
年
6
月
議
会
の

「
主
権
者
教
育
」
の
質
問

を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ

た
。
政
策
立
案
部
署
で
あ

る
企
画
部
が
所
管
す
る
の

は
お
か
し
い
。
理
由
は
。

【
企
画
部
長
】
若
い
世
代

の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に
活

か
す
ね
ら
い
が
あ
る
。

【
問
】
東
郷
町
の
国
保
税

は
な
ぜ
高
い
の
か
。

【
福
祉
部
長
】
他
の
自
治

体
と
比
し
て
高
度
で
最

先
端
の
医
療
が
受
け
ら

れ
る
環
境
に
あ
る
こ
と

か
ら
医
療
費
水
準
が
高

く
、
所
得
水
準
が
高
い

た
め
。
県
の
標
準
で
は

さ
ら
に
高
く
な
る
が
、

緩
和
措
置
と
し
て
一
般

財
源
か
ら
充
て
て
い
る
。

【
問
】
制
度
の
安
定
と
負

担
軽
減
の
た
め
の
取
組

み
は
。

【
福
祉
部
長
】
特
定
検
診

の
受
診
率
向
上
等
を
重
点

的
に
実
施
。

【
問
】
現
社
長
は
町
を
定

年
退
職
後
、
商
工
会
事
務

局
長
を
歴
任
さ
れ
た
方
。

企
業
経
営
の
実
績
は
な

く
、
Ｔ
Ｉ
Ｓ
が
退
職
職
員

の
受
入
れ
機
関
と
イ
メ
ー

ジ
さ
れ
か
ね
な
い
。
任
命

の
ね
ら
い
は
。

【
町
長
】
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
再
構
築
の
た
め
。

Q：
A：

水川　淳 議 員

子どもへの「主権者教育」は教育委員会
「主権者教育」の所管はどこか

地
域
で
守
る
通
学
路

の
安
全
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
に

つ
い
て

Ｔ
Ｉ
Ｓ
に
つ
い
て

一
般
質
問
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一
般
質
問

一
般
質
問

本町に設置されている非常用電源装置

【
問
】
ヤ
フ
ー
㈱
と
の
協

定
に
基
づ
く
S
N
S
に
よ

る
情
報
発
信
に
つ
い
て
。

【
総
務
部
長
】
協
定
締
結

以
降
避
難
情
報
発
信
の

機
会
は
皆
無
。
今
後
も

訓
練
や
研
修
を
通
し
体

制
整
え
る
。

【
問
】
B
C
P
策
定
当
初

災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
定
め
て
い
な
い
が
現

状
は
。

【
総
務
部
長
】
情
報
シ

ス
テ
ム
の
業
務
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
既
に
作
成

し
制
定
。

【
問
】
執
務
環
境
に
お
い

て
非
常
用
コ
ン
セ
ン
ト

の
位
置
を
確
認
す
る
と

さ
れ
て
い
る
が
不
明
瞭

で
あ
る
の
か
。

【
総
務
部
長
】
一
部
不
明

瞭
で
あ
り
順
次
確
認
し

必
要
に
応
じ
改
修
の
検

討
を
実
施
。

【
問
】
地
域
貢
献
型
自
動

販
売
機
の
設
置
箇
所
は

総
数
適
正
で
あ
る
か
。

ま
た
地
域
に
偏
り
が
あ

る
よ
う
だ
が
今
後
展
開

は
あ
る
か
。

【
総
務
部
長
】
B
C
P
策

定
時
よ
り
1
か
所
減
っ

て
い
る
。
事
業
者
よ
り

各
区
・
自
治
会
へ
案
内

し
て
い
く
。

【
問
】
非
常
用
電
源
コ
ン

セ
ン
ト
数
37
か
所
で
充

分
か
。
ま
た
、
点
検
状

況
は
。

【
総
務
部
長
】
床
コ
ン
セ

ン
ト
が
掌
握
で
き
て
お

ら
ず
検
証
後
改
修
、
代

替
手
段
の
検
討
を
進
め

る
。

【
問
】
B
C
P
が
現
状
と

合
っ
て
い
な
い
が
見
直

し
は
。

【
総
務
部
長
】
相
違
箇
所
に

つ
い
て
随
時
変
更
す
る
。

Q：
A：

比嘉　浩二 議 員

一部の設備で所在確認できず今後検証する
非常用電源起動時の有効コンセントの確保は

特に学校施設長寿命化は、ほとんど計画通りに進んでいない。

【
問
】
今
後
老
朽
化
し
て

い
く
公
共
施
設
等
の
修

繕
・
更
新
に
は
、
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
の
掲

げ
る
長
寿
命
化
等
を
図
っ

た
と
し
て
も
、
2017
年
か
ら

40
年
間
で
約
240
億
円
、
１

年
あ
た
り
で
約
6
億
円
の

財
源
が
不
足
。
対
策
は
。

【
総
務
部
長
】
施
設
総
量

の
抑
制
や
適
切
な
維
持
管

理
の
推
進
。

【
問
】
特
に
学
校
関
係
が

計
画
通
り
に
進
ん
で
い
な

い
。
長
期
的
な
財
源
不
足

に
ど
う
対
応
す
る
か
。

【
総
務
部
長
】
財
政
調
整
基

金
及
び
減
債

基
金
と
調
整

し
な
が
ら
公

共
施
設
整
備

基
金
を
積
み

立
て
て
い
る
。

【
問
】
小
学
校

の
改
修
な
ど
、

計
画
さ
れ
て

い
る
が
や
っ

て
い
な
い
事

業
が
あ
る
。
新

た
に
や
る
こ

と
の
説
明
は
す
る
が
、
や

ら
な
い
こ
と
の
説
明
は
し

な
い
。
定
期
的
に
物
や
商

品
券
を
郵
送
す
る
提
案
が

な
さ
れ
る
が
財
政
的
に
余

裕
は
な
い
。
し
わ
寄
せ
が

く
る
町
民
、
子
ど
も
に
対

し
て
思
い
は
な
い
の
か
。

【
町
長
】
商
品
券
は

4
万
4
千
人
の
町
民
に
少

し
で
も
喜
ん
で
も
ら
う
、

商
工
事
業
者
へ
の
支
援
と

し
て
提
案
。
子
ど
も
た
ち

が
も
し
、
本
当
に
不
幸
だ

と
思
っ
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
違
う
手
当
が
必
要
に

な
る
と
思
う
。

石橋　直季 議 員

全町民への商品券配布を提案する中、
計画通り行えない事業がある。その説明はされない
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一
般
質
問

門原　武志 議 員

新型コロナ感染拡大の防止へ検査の徹底を

【
問
】
保
育
施
設
、
学
校
、

公
共
施
設
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
実
施
す
る
考
え
は
。

【
こ
ど
も
健
康
部
長
】
保
育

施
設
と
学
校
に
は
国
か
ら

の
職
員
用
検
査
キ
ッ
ト
を

置
く
他
、
町
も
唾
液
に
よ

る
検
査
キ
ッ
ト
を
置
く
。

公
共
施
設
で
も
指
定
管
理

者
が
検
査
キ
ッ
ト
導
入
を

進
め
て
い
る
。

【
問
】
学
校
の
ク
ラ
ス
な
ど

で
新
型
コ
ロ
ナ
陽
性
者
が

出
た
場
合
、
保
健
所
か
ら

濃
厚
接
触
者
と
認
定
さ
れ

な
く
て
も
検
査
す
る
か
。

【
こ
ど
も
健
康
部
長
】
具
体

的
な
運
用
方
法
は
検
討
中
。

【
問
】
ら
ら
ぽ
ー
と
に
隣
接

し
た
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に

ベ
ン
チ
も
店
舗
に
向
か
う

屋
根
も
な
い
。
改
善
を
。

【
企
画
部
長
】
町
か
ら
要
望

は
伝
え
て
い
る
が
、
店
舗

設
置
者
は
困
難
だ
と
回
答
。

【
問
】
バ
ス
乗
客
の
店
舗
駐

車
場
利
用
へ
の
考
え
は
。

【
都
市
建
設
部
長
】
店
舗
設

置
者
は
出
店
計
画
の
中
で

検
討
し
て
い
た
。
駐
車
場

の
利
用
状
況
を
見
て
再
検

討
す
る
。

【
問
】町
が
把
握
す
べ
き
だ
。

【
福
祉
部
長
】
今
後
も
県
の

協
会
を
通
じ
て
行
う
。

唾液によるPCR検査キット

【
問
】
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
何

人
収
容
が
で
き
る
の
か
。

【
総
務
部
長
】
通
常
時
は
、

6350
人
で
あ
る
が
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を

設
け
る
た
め
、
4700
人
と
想

定
し
て
い
る
。
な
お
、
平

成
26
年
に
愛
知
県
が
「
最

大
地
震
想
定
」
を
基
に
算

出
し
た
本
町
の
避
難
者
数

4300
人
を
上
回
っ
て
い
る
。

【
問
】
収
容
で
き
る
人
数

は
通
常
時
よ
り
も
、
激
減

す
る
。
新
た
な
避
難
場
所

の
確
保
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

【
総
務
部
長
】
過
密
を
避

け
る
た
め
の
分
散
避
難
を

す
る
こ
と
で
、
収
容
人
数

の
確
保
を
す
る
。

【
問
】
公
共
施
設
以
外
を

避
難
場
所
に
指
定
す
る
こ

と
は
可
能
な
の
か
。

【
総
務
部
長
】
民
有
地
を

避
難
場
所
と
す
る
場
合
に

は
、
建
物
管
理
者
の
同
意

を
得
れ
ば
可
能
で
あ
る
。

【
問
】
避
難
場
所
の
確
保

に
は
、
民
間
の
協
力
も
必

要
で
は
な
い
か
。

【
総
務
部
長
】
大
変
、
重

要
と
考
え
る
。
株
式
会
社

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
様
・
ト

ヨ
タ
モ
ビ
リ
テ
ィ
東
名
古

屋
株
式
会
社
様
の
駐
車
場

や
自
治
会
保
有
の
グ
ラ

ン
ド
な
ど
の
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
を
使
用
さ
せ
て
い

た
だ
く
も
の
に
な
る
。

若園　ひでこ 議 員

コロナ禍での災害時に現在の町指定避難場所での
収容人数の確保はできているのか

役場3階の安全安心課で配布中の小冊子

手
話
通
訳
者

ら
ら
ぽ
ー
と
に
隣
接
し
た

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
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GIGAスクール構想に必須のネットリテラシー教
育。お助けネット「情報モラル教材」

配食一日分

機
関
の
連
携
と
対
策
は
。

【
教
育
部
長
】
部
局
間
で
情

報
共
有
し
対
策
を
進
め
る
。

【
問
】
ネ
ッ
ト
犯
罪
や
ト
ラ

ブ
ル
回
避
ノ
ウ
ハ
ウ
だ
け

で
な
い
表
現
力
や
社
会
性

の
養
成
を
ど
う
進
め
る
か
。

【
教
育
部
長
】
そ
の
必
要
性

は
認
識
。
様
々
な
教
科
に

お
い
て
も
ど
う
進
め
実
施

す
る
か
検
討
し
て
い
く
。

と
て
も
高
い
技
術
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
日
本

人
と
し
て
の
文
化
や
教
育

が
第
一
で
あ
る
。
１
日
６

時
間
、
週
2
日
に
し
た
理

由
を
う
か
が
う
。

【
こ
ど
も
健
康
部
長
】
一
日

を
通
し
園
児
た
ち
が
異
文

化
と
触
れ
合
い
、
遊
び
、

過
ご
し
て
も
ら
う
。

【
問
】
他
に
も
保
育
園
や
幼

稚
園
が
あ
る
が
公
平
性
は
。

【
こ
ど
も
健
康
部
長
】
他
で

や
っ
て
い
く
考
え
は
な
い
。

【
問
】
全
国
で
み
ら
れ
る
子

ど
も
の
肥
満
、
視
力
低
下
、

保
健
室
登
校
、
虫
歯
の
本

町
の
動
向
は
。

【
教
育
部
長
】
令
和
元
年
度

と
２
年
度
の
比
較
で
、
肥

満
6.5
％
⬇
9.2
％
、
視
力
低

下
19
％
⬇
23.4
％
、
保
健
室

登
校
は
小
学
校
5
名
増
、

中
学
校
19
名
増
、
虫
歯
あ

り
31.3
％
⬇
30
％
。

【
問
】
虫
歯
あ
り
が
３
割
い

る
中
、
歯
磨
き
指
導
は
。

【
教
育
部
長
】
昨
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
な
い
。

【
問
】
中
学
生
の
脂
質
・
肝

機
能
血
液
検
査
結
果
は
。

【
教
育
部
長
】
令
和
元
年
度

で
419
人
中
、
脂
質
115
人
、

肝
機
能
24
人
が
要
所
見
。

【
問
】
生
活
習
慣
病
要
因
が

既
に
み
ら
れ
る
中
、
新
型

コ
ロ
ナ
に
か
か
り
に
く
い
、

重
症
化
し
に
く
い
健
全
な

体
作
り
は
最
重
要
。
関
係

【
問
】
陽
性
に
な
っ
た
場
合

保
健
所
か
ら
の
連
絡
は
２

日
後
、
配
食
は
4
日
後
、

本
町
の
サ
ー
ビ
ス
は
1
週

間
後
で
あ
る
。
生
き
る
た

め
に
本
人
も
家
族
も
買
い

出
し
に
出
て
し
ま
う
現
状

を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

【
町
長
】
い
つ
誰
も
が
陽
性

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

各
家
庭
で
備
蓄
し
て
い
た

だ
き
対
応
で
き
る
体
制
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
問
】
民
間
に
お
願
い
し
て

い
る
東
郷
町
。
役
場
入
口

に
体
温
計
が
な
い
が
。

【
総
務
部
長
】
職
員
は
起
床

時
に
体
温
を
測
っ
て
い
る
。

来
庁
者
に
は
事
前
の
検
温

や
マ
ス
ク
の
着
用
を
貼
り

紙
に
て
お
願
い
し
て
い
る
。

【
問
】
世
界
か
ら
日
本
人
は

規
律
正
し
く
礼
儀
正
し
い
、

國府田　さとみ 議 員

一
般
質
問

2020年学校健診後治療調査で再診断の受診率
低下が判明。子どもの健康にコロナ禍影響あり

山田　達郎 議 員

コロナ陽性者が急増するのは、陽性者が
生きるために買い出しに出てしまう現状がある

公
立
保
育
園
英
語
漬
け

ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー

教
育
に
つ
い
て
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　  『 議 会 モ ニ タ ー 』 募 集 ！
議会の運営に対してご意見をいただき、分かりやすく開かれた議会を実現
するため「議会モニター」を募集します。

（１）「東郷町議会　議会モニター応募用紙（ホームページからダウンロードしていただくか、役場 1 階
受付でお渡しします）」にお名前等の必要事項を記入し、議会事務局に持参又はお送
りください。送付方法は、郵送、FAX、メールのいずれの方法でも結構です。

（２）応募者多数の場合は、抽選により決定いたします。
（３）委嘱については、後日議会事務局からご連絡いたします。

議会運営への意見を提出していただきます（いずれか一つ以上）
① 議会を傍聴または録画を視聴して ② 「議会だより」「議会ホームページ」に対して
③ 「議会報告会」「意見交換会」に参加して ④ アンケート、調査等への回答

■お願いすること

① 満18歳以上の町民（町内に居住し、通勤し、又は通学する及び町内において活動若しくは事業を行う個人）であ
ること 

② 国会議員又は地方議会議員でないこと
③ 東郷町が雇用する常勤の地方公務員でないこと

■応募資格

① 議会内部で検討し改善につなげます。 
② 「議会だより」「議会ホームページ」にご意見の概要と議会の対応を掲載します。

■提出されたご意見は
委嘱の日からその年度の末日まで。再任を妨げません。
■任期

20人以内
■定数

意見提出回数によりクオカード を進呈　　
2 回：1,000 円分　3 回：1,500 円分　4 回以上：2,000 円分

■謝礼

応募方法　【締切】11月19日（金）

〇〇を提案します！
□□が

分かり
にくい

です！

ネットで東郷町議会

議会モニター募集案内QRコード▶ 
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●東郷町議会の情報窓口はこちら
YAHOOやGoogleなどの検索サイトで「東郷町議会」と検索してもアクセスできます。　　
　　　　　　　　　    　　　http://www.town.aichi-togo.lg.jp/chousei/gikai/index.html

字数も発行時期も限られた紙面では、なかなか私たち東郷町議会を知っていただく機会が
十分ではありません。
ご自宅でも、お手元のスマホでも、いつでもどこでも
議会にお越しいただき、みなさまの声をお寄せいただけるために、インターネットを活用
して情報発信してまいります。

ネットで東郷町議会

●QRコードを使ったアクセス方法
スマホの“ＱＲコード読み取りアプリ”を使うともっと簡単にご覧いただけます。
QRコード読み取りアプリを立ち上げ、下のウェブページのQRコードをカメラで読み取ると、自
動的にページのURLが表示されます。※ご利用のアプリやスマホ環境によって動作は多少異なります。

◀︎議会ウェブページ ◀録画映像配信

検 索東郷町議会

ネットでも
議会に

15 　 令和 3 年 11 月 1 日　 　ハイ  ぎかいです



2～6●9月定例会での議案審議の内容

7～13
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商品券配布事業認めず！
ー議論白熱！ １５人が賛否討論ー

悠久の歴史薫る

©Google Earth©Google Earth

●「町政を問う」一般質問

14●議会モニター募集

15●ネットで東郷町議会

ぎかいです
ハイ

東郷町議会だより2021.11.1発行

議会だよりは再生紙を使用しています。

　
前
号
か
ら
議
会
広
報
紙
を
リ
ニュ
ー
ア
ル
し

ま
し
た
。町
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、丁
寧
に
細
や

か
に
ご
覧
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
さ

せ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　
裏
表
紙
の
写
真
の
紹
介
文
中
に
つ
い
て
、「
観

音
様
は『
鎮
座
』し
て
い
な
い
」こ
と
、「
愛
知
池
の

ダ
ム
は『
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
』で
は
な
く『
ア
ー

ス
ダ
ム
』」で
あ
る
こ
と
を
ご
指
摘
い
た
だ
き
ま

し
た
。十
分
な
確
認
を
し
な
い
ま
ま
発
行
し
て

し
ま
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。ま
た
、議
会
広
報
紙
は
我
々
委
員
だ
け
で

な
く
、町
民
の
み
な
さ
ま
の
お
気
づ
き
、ご
意
見

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、よ
り
よ
い
広
報
紙
に
育
て

て
い
く
も
の
で
あ
る
こ
と
も
新
た
な
気
づ
き
と

し
て
教
え
て
い
た
だ
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も〝
ハ
イ
、ぎ
か
い
で
す
〞を
通
じ
て

町
民
の
み
な
さ
ま
と
密
接
な
つ
な
が
り
を
持
ち
、

議
会
の
審
議
充
実
に
寄
与
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。今
後
と
も
厳
し
い（
温
か
い
？
）ご
意

見
を
委
員一同
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。　
　

　（
広
報
広
聴
委
員
長
　
水
川
　
淳
）

編
集
後
記

令和3年12月定例会の日程
12月14日（火）文教民生委員会
12月21日（火）本会議（閉会）

11月29日（月）本会議（開会）
12月6日（月）本会議（一般質問）
12月7日（火）本会議（一般質問）
12月8日（水）本会議（一般質問・議案質疑）
12月13日（月）総務経済委員会

※新型コロナウイルス感染症の状況で日程を
変更する場合があります。

　今号、東郷町の「名所」第２弾として表紙を飾った
のは、町民なら誰でも知っている祐福寺。今や寺の
名としてよりも、地名として認知されている人も多
いのではないかと思いますが、実は建立から830
年という長い歴史を刻んだ大変由緒あるお寺で
す。室町時代には後小松天皇後柏原天皇らが勅使
を派遣したとされ、その名残が県指定文化財とし
て今も残る勅使門で、その左右の扉には皇室の紋
章である菊花紋章が飾ってあります。
　また、あの桶狭間の戦いの際には、合戦前日に
今川義元公が宿泊したとされており、境内の阿弥
陀堂前にはその本陣跡の石碑が今も残っていま
す。我が町にこんな悠久の歴史を感じられる名所
があることを誇りに思うとともに、まだ訪れたこと
のない方には、是非一度足を運ばれることをお勧
めします。

「悠久の歴史薫る祐福寺」
表紙の写真

第１５回議会報告会
（ネット配信版）配信中

ぜひご覧ください

議会ウェブページ

１４０号の訂正

特定非営利法人日本ウイグル協会より
お礼状をいただきました

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

水
川
　
　
淳

中
野
　
ま
さ
ひ
ろ

高
木
　
佳
子

比
嘉
　
浩
二

山
下
　
　
茂

熊
田
　
彰
夫

加
藤
　
宏
明

加
藤
　
啓
二

140号の裏表紙「表紙の写真」文中の、愛知池
の記述中に「ロックフィルダム」とありました
が、正しくは「アースダム」の誤りでした。

さる9月30日、特定非営利法人日本ウイグル協会
より、東郷町議会に対して、「新疆ウイグル自治
区での人権侵害問題に関して意見書を求める請
願」の採択に対してお礼状をいただきました。

特定非営利法人日本ウイグル協会より


